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市
で
は
、
現
在
の
総
合
計
画
に
お

い
て
、
無
駄
を
減
ら
し
て
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
を
高
め
て
い
く
行
政
経
営
へ

と
変
革
す
る
こ
と
を
掲
げ
、
行
財
政

改
革
大
綱
を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
福
津
市
の
人
口
は
６
万
人
を
突
破

し
、
人
口
増
の
主
な
要
因
で
あ
る
子

育
て
世
代
の
流
入
は
、
市
内
の
店
舗

数
の
増
加
や
各
種
民
間
事
業
サ
ー
ビ

ス
の
拡
充
、
さ
ら
に
は
市
の
活
力
向

上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
子
ど

も
の
人
数
が
急
激
に
増
え
た
こ
と
に

よ
る
小
中
学
校
の
教
室
不
足
、
保
育

園
、
学
童
保
育
所
等
の
待
機
児
童
の

増
加
が
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
た

め
に
、
校
舎
や
施
設
の
拡
充
に
対
し

て
大
き
な
市
費
を
投
入
す
る
必
要
が

生
じ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
全
体
の
傾
向
と
同
様

に
福
津
市
で
も
高
齢
化
が
進
行
し
て

お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
介
護
保
険
事

業
の
要
介
護
認
定
者
数
や
後
期
高
齢

者
医
療
事
業
の
対
象
者
数
は
右
肩
上

が
り
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
介
護
保
険
事
業
や
後
期
高
齢
者

医
療
に
対
す
る
市
の
歳
出
は
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
道
路
や
橋
り
ょ
う
、
上

下
水
道
な
ど
、
市
民
生
活
や
地
域
の

経
済
活
動
を
支
え
る
社
会
基
盤
施

設
、
学
校
や
市
営
住
宅
、
図
書
館
な

ど
の
公
共
建
築
物
を
市
は
数
多
く
保

有
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
く
が

建
築
後
30
年
か
ら
40
年
を
経
過
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
急
速
に
老
朽

化
が
進
行
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら

れ
、
施
設
の
維
持
保
全
や
建
替
に
要

す
る
費
用
の
増
加
は
避
け
ら
れ
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
今
ま

で
提
供
し
て
き
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
全

て
を
今
後
も
継
続
し
て
提
供
し
て
い

く
こ
と
は
、
市
の
経
営
資
源
に
限
り

が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
困
難

と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
必
要
な

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
、
か
つ
安

定
し
た
行
政
経
営
を
続
け
る
た
め
に

は
、
よ
り
必
要
性
の
高
い
事
業
に
重

点
化
を
図
る
一
方
で
、
時
代
に
合
わ

な
く
な
っ
た
も
の
や
優
先
度
の
低
い

事
業
を
見
直
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
、
新

た
に
『
福
津
市
行
財
政
集
中
改
革
プ

ラ
ン
（
以
下
、『
プ
ラ
ン
』）』
を
策

定
し
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
ま

す
。プ
ラ
ン
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

市
の
附
属
機
関
と
し
て
福
津
市
行
財

政
改
革
審
議
会
を
設
置
し
、
審
議
し

ま
し
た
。
ま
た
、今
回
の
プ
ラ
ン
は
、

公
共
施
設
の
見
直
し
に
重
点
を
置
い

た
も
の
と
な
っ
て
い
て
、
審
議
会
で

は
市
の
公
共
施
設
全
体
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
公
平
・
公
正
、
中
立
的
な

立
場
で
審
議
し
ま
し
た
。

　
審
議
は
、『
民
間
に
で
き
る
こ
と

は
民
間
に
委
ね
る
』『
事
業
効
果
が

小
さ
い
も
の
や
受
益
者
が
限
ら
れ
る

も
の
は
見
直
す
』『
更
な
る
行
政
経

営
の
効
率
化
を
進
め
る
』
の
三
つ
の

基
本
的
な
視
点
を
持
っ
て
、
慎
重
に

行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
市
は
12
の
公
共
施

設
に
つ
い
て
、
改
革
方
針
と
と
も
に

具
体
的
な
改
革
手
順
を
掲
げ
ま
し

た
。
概
要
は
６
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で

す
。

　
こ
れ
ら
12
施
設
の
改
革
の
ほ
か
、

市
が
実
施
し
て
い
る
９
０
０
を
超
え

る
事
務
事
業
に
つ
い
て
も
具
体
的
な

改
革
の
方
針
を
掲
げ
、
今
後
、
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

住
み
良
い
福
津
市
を

守
り
続
け
る
た
め
に

12
施
設
の
在
り
方
を
見
直
し
ま
す

　市
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
時
代
の
流
れ
に

応
じ
新
た
に
必
要
と
な
る
施
策
を
実
施
し
て
い
く
た
め
、
そ
し
て
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
の
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い

く
た
め
、
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
に
取
り
組
む
「
福
津
市

行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
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平
成
22
年
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、

市
の
人
口
は
５
万
５
４
３
１
人
で
、

平
成
17
年
調
査
と
比
べ
て
２
４
６
人

減
少
し
、
平
成
12
年
調
査
か
ら
も
引

き
続
き
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
当
時
、
福
岡
都
市
圏
の
市
町
の

中
で
、
福
津
市
の
み
が
唯
一
、
人
口

減
少
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
特
に
若
年
者
を
中
心
と
し
た
人
口

の
減
少
は
、
生
産
力
、
労
働
力
、
購

買
力
な
ど
の
減
退
に
よ
る
市
場
と
し

て
の
価
値
の
低
下
、
民
間
企
業
の
撤

退
な
ど
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

　
例
え
ば
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
閉
店
、
鉄
道
や
バ
ス
の
運
行
の
合

理
化
、
金
融
機
関
の
閉
鎖
な
ど
、
こ

れ
ま
で「
あ
っ
て
当
た
り
前
」で
あ
っ

た
日
常
生
活
の
便
利
さ
が
、
突
然
姿

を
消
す
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ

ん
。

　
更
に
、
日
常
生
活
の
利
便
性
が
低

下
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
若
者

が
市
外
へ
流
出
し
、
ま
す
ま
す
人
口

が
減
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
は
税
収
の
低
下

な
ど
市
の
財
政
に
も
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
市
の
人
口
が
減

り
始
め
る
こ
と
に
よ
る
影
響
は
計
り

知
れ
ま
せ
ん
。

人
口
減
少
に
対
す
る

市
の
取
り
組
み

　
将
来
的
に
見
込
ま
れ
る
人
口
減
少

へ
対
応
す
る
た
め
に
、
市
で
は
、
公

共
下
水
道
事
業
や
福
間
駅
東
土
地
区

画
整
理
事
業
を
進
め
、
都
市
基
盤
の

整
備
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
と
と
も
に
、
快
適
で
魅
力
的
な
ま

ち
に
な
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
市
総
合
計
画
に
掲
げ
、
展
開
し
て

き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
子
育
て
世
代
の
流
入

等
に
よ
り
平
成
23
年
に
は
人
口
増
加

へ
と
転
じ
、
平
成
27
年
に
は
、
市
総

合
計
画
の
目
標
人
口
で
あ
る
５
万
８

５
０
０
人
（
国
勢
調
査
人
口
ベ
ー
ス
）

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

突
然
無
く
な
る
か
も
し
れ
な
い

「
あ
っ
て
当
た
り
前
」

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る

福
津
市
の
人
口

増
え
て
い
る
子
育
て
世
代

30,000

0

40,000

S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27（年）

50,000

60,000
（人） 国勢調査

人口推移

※H12年以前は福間町と津屋崎町の合算値。
※H27年は国勢調査の速報値。

58,80858,808

54,14454,144
55,77855,778

47,50447,504

49,57349,573

55,67755,677 55,43155,431



▲市が保有する建物の建設後経過年数と延べ床面積。築31年以
上経過する施設の延べ床面積は77,135㎡で、施設全体の48％
を占めています

▲老朽化が進む市営住宅▲老朽化が進む市営住宅 広報ふくつ 4広報ふくつ5

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
で
、

人
口
の
問
題
が
全
て
解
決
し
た
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
化

や
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
は
緩
や
か

に
な
っ
た
も
の
の
、
将
来
的
に
人
口

減
少
は
確
実
に
進
行
す
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
27
年
に
は
、
市
人
口
に
占
め

る
75
歳
以
上
の
人
口
の
割
合
は
約

13
％
、
65
歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
口

の
割
合
は
約
15
％
と
な
り
、
約
10
人

に
３
人
が
65
歳
以
上
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
10
年
の
間
、介
護
保
険
制
度
、

障
が
い
者
福
祉
制
度
な
ど
の
社
会
保

障
に
関
す
る
制
度
は
大
き
く
変
わ
り
、

ま
た
、
子
育
て
世
代
の
流
入
な
ど
に

よ
っ
て
、
保
育
の
需
要
は
増
し
て
い

ま
す
。
市
の
歳
出
に
お
け
る
義
務
的

経
費
（
注
１
）
で
あ
る
扶
助
費
（
注

２
）の
額
は
右
肩
上
が
り
で
増
加
し
、

財
政
の
硬
直
化
の
大
き
な
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、

介
護
保
険
事
業
に
お
け
る
65
歳
以
上

の
要
介
護
認
定
者
数
は
、
平
成
26
年

度
に
は
約
２
４
０
０
人
と
な
り
、
10

年
前
と
比
べ
約
８
０
０
人
増
加
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
主
に
75
歳
以
上
の

人
を
対
象
と
し
た
医
療
制
度
で
あ
る

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
に
つ
い
て
、

そ
の
対
象
者
は
平
成
26
年
度
に
は
約

７
８
０
０
人
と
な
り
、
制
度
開
始
時

の
平
成
20
年
度
と
比
べ
、
約
１
２
０

０
人
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
結
果
と
し
て
、
両
事
業
特
別
会
計

に
対
す
る
公
費
負
担
（
繰
出
金
（
注

３
））
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

若
年
層
と
高
齢
層
の
増
加

行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
理
由
①

公
共
施
設
の
老
朽
化

行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
理
由
②

進
み
つ
つ
あ
る
高
齢
化
で

増
え
る
社
会
保
障
費
等

膨
ら
む
社
会
保
障
関
係
費
へ
の
対
応
が
急
務

特集   行財政集中改革プラン

（注1）義務的経費……地方公共団体の歳出
の内、その支出が義務づけられ任意に節減で
きない経費で、きわめて硬直性の強い経費。
（注2）扶助費……社会保障制度の一環とし
て、地方公共団体が各種の法令（生活保護法、
児童福祉法、老人福祉法等）に基づき、被扶
助者に対してその生活を維持するために支出
される経費、及び地方公共団体が単独で行っ
ている各種扶助の経費。
（注3）繰出金……一般会計と特別会計間に
おいて支出される経費。例としては、一般会
計から公営事業会計・国民健康保険事業会計
等に対し、建設費、事務費等の補助のため支
出されるものなどがある。

　
市
は
道
路
、
橋
り
ょ
う
、
上
下
水

道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
資
産
や
、学
校
、

市
営
住
宅
、
公
民
館
と
い
っ
た
公
共

建
築
物
な
ど
、
多
数
の
公
共
施
設
を

保
有
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
内
、橋
り
ょ
う
に
お
い
て
は
、

市
が
保
有
す
る
２
７
４
橋
の
う
ち
、

昭
和
54
年
以
前
に
架
設
さ
れ
た
も
の

が
１
４
７
橋
あ
り
、
全
体
の
お
よ
そ

半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
今
後
損
傷

が
顕
在
化
す
る
橋
り
ょ
う
の
急
増
、

維
持
管
理
経
費
の
増
加
・
集
中
が
予

測
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
市
が
保
有
す
る
公
共
建
築

物
は
３
９
５
棟
あ
り
、
人
口
増
加
や

行
政
需
要
の
拡
大
等
に
伴
っ
て
昭
和

45
年
頃
か
ら
平
成
５
年
頃
に
か
け
て

多
く
の
建
物
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
日
本
経
済
の
安
定
成
長
期
で

あ
っ
た
昭
和
53
年
か
ら
昭
和
56
年
に

か
け
て
建
設
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い

ま
す
。

　
建
設
後
の
経
過
年
数
を
見
る
と
、

31
年
以
上
40
年
以
下
の
も
の
が
32
％

と
最
も
多
く
な
っ
て
い
て
、
41
年
以

上
50
年
以
下
の
も
の
、
50
年
以
上
の

も
の
と
合
わ
せ
、
約
半
数
が
建
設
後

30
年
以
上
経
過
し
て
い
ま
す
。
そ
の

内
訳
と
し
て
は
、
学
校
や
市
営
住
宅

な
ど
が
高
い
割
合
を
占
め
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
、厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

公
共
施
設
の
維
持
管
理
を
計
画
的
、

予
防
的
に
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
併
せ
て
、
近
い
将
来
に
必
ず
到

来
す
る
公
共
施
設
の
大
量
更
新
時
期

に
備
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

公
共
施
設
の
維
持
保
全
と

更
新
が
大
き
な
負
担
に

施
設
の
計
画
的
な
維
持
管
理
が
大
き
な
課
題

人口構成割合の推移（国勢調査人口ベース）

建設後
経過年数の状況

後期高齢者医療・介護保険事業特別会計への繰出金の推移

扶助費決算額の推移
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介護保険事業特別会計

単位：億円
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日
本
社
会
は
急
速
に
少
子
高
齢
化

が
進
行
し
、
平
成
20
年
を
ピ
ー
ク
に

人
口
減
少
局
面
に
突
入
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
市
の

人
口
は
昨
年
10
月
に
６
万
人
を
突
破

し
、
福
津
市
が
住
み
よ
い
ま
ち
と
し

て
発
展
し
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
福
津
市
に
お
い
て
も
国

の
情
勢
と
同
様
に
、
高
齢
化
が
進
行

す
る
こ
と
に
よ
る
影
響
は
避
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
将
来
的
に
生
産
年
齢
人
口

が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
る
税
収
の
減

少
や
、介
護
保
険
事
業
費
等
の
増
加
、

ま
た
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対

策
な
ど
、
市
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳

し
さ
を
増
し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ

れ
ま
す
。
今
後
は
、
こ
う
し
た
状
況

の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
年
６
月
に
は
、
行
財
政
改
革
の

主
要
な
命
題
で
あ
っ
た
市
役
所
庁
舎

の
統
合
を
実
現
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
効
率
的
な
組
織
運
営
、
市
民

の
方
の
庁
舎
利
用
の
利
便
性
向
上
、

庁
舎
管
理
経
費
の
縮
減
を
図
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
統
合
後
の
旧
津
屋
崎
庁
舎

は
、
歴
史
資
料
館
や
図
書
館
、
学
習

室
等
を
備
え
た
複
合
文
化
施
設
と
し

て
再
生
整
備
し
、
平
成
29
年
度
の
早

い
時
期
の
開
館
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。
開
館
後
は
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

に
御
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
行
財
政
改
革
は
、
や
み
く
も
に
経

費
を
削
減
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な

く
、
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
効
率
的
・

効
果
的
な
行
政
経
営
を
行
っ
て
い
く

こ
と
で
あ
り
、
福
津
市
の
魅
力
や
活

力
を
維
持
し
、ま
た
、将
来
に
わ
た
っ

て
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
取
り

組
む
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
改
革
は
来
年
度
末
に

策
定
を
予
定
し
て
い
る
次
期
総
合
計

画
の
礎
と
も
な
る
も
の
で
す
。
魅
力

や
活
力
に
満
ち
た
福
津
市
を
目

指
す
計
画
と
な
る

よ
う
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
や
福

津
市
と
関
わ
り
の
あ

る
団
体
等
の
か
た
が
た
の
声
を
伺
い

な
が
ら
策
定
作
業
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
御
理
解
と
御
協
力
を
、

な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　「
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
の

内
容
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

市
役
所
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
御
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　市
行
政
経
営
企
画
課

☎
４
３
・
８
１
２
１

行
財
政
改
革
は

次
期
総
合
計
画
の
礎

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の

福
津
市
を
目
指
し
て

エンゼルスポット

▲平成29年度までに廃止する。

1 神興幼稚園

▲平成31年度に幼児教育における市立
幼稚園としての取り組みを検証する。

5 わかたけ広場キャンプ施設

▲平成29年度からキャンプ場等の機能
を廃止する（広場は除く）。

9

市営住宅

▲平成29年度までに集約化・高層化な
ど効率化を前提とした更新計画を策定
する。あわせて指定管理者制度導入に
ついて検討する。

広報ふくつ 6

12

行政・観光情報ステーションふっくる

▲平成29年度から行政サービス機能を
廃止する。あわせて、入りやすい施設
運営のための検討を行う。また、行政
サービス機能のうち、図書の返却につ
いては継続の方向で検討を行う。

10

大規模公園（なまずの郷、みずがめの郷、
ほたるの里、あんずの里運動公園、シルバーパーク）

▲平成29年度から運営方法を変更する。
あわせて、各公園における機能整理を
検討する。

11

カメリアホール

▲平成30年度から機能整理後の施設運
営を開始する。
※機能整理：他の施設と重複した機能
を、それぞれの施設の設置目的や特性
に合わせて機能分担や統廃合すること

6

中央公民館

▲平成30年度から機能整理後の施設運
営を開始する。あわせて指定管理者制
度の導入を検討する。

7

ボランティアハウス・ふくま

▲平成29年度に中央公民館へ移転する。

8

大和保育所

▲平成32年度までに民営化の手続きを
完了し、平成33年度から民間による運
営を開始する。あわせて、市立保育所
がなくなった後も市が私立保育園を指
導監督していけるよう、こども課内に
新たな子育て支援部署を設置する。

2

市営納骨堂

▲平成30年度までに民営化及び受益者
負担による建替計画を決定し、平成33
年度から民間による運営を開始する。
持続的な運営が可能となる環境の整備
を行った上で管理費を徴収する。

3

潮湯の里夕陽館

▲平成32年度から民間による運営を開
始する。

4

公 共 施 設 等 の 改 革 基 本 方 針
市
長
に
聞
く

改
革
に
取
り
組
む
の
は
更
な
る
発
展
の
た
め
で
す

▲行財政改革の必要性を語る小山市長

特集   行財政集中改革プラン




